
日本一の健康長寿県づくり日本一の健康長寿県づくり
～「県民の誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることのできる高知県」の実現を目指して～

Ⅰ 壮年期の死亡率の改善

平成37年度末の目指す姿

平成37年度末の目指す姿

次代を担う子どもたちを守り育てる環境が整っています。

・子どもの頃から健康的な生活習慣が
定着する。

健康教育の推進

・県民の健康意識が醸成され、健康
的な保健行動が定着する。

「ﾍﾙｼｰ・高知家・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」の推進

血管病対策の推進がん予防の推進

子どもたちへの支援策の抜本強化
保護者等への支援策の抜本強化

Ⅲ 厳しい環境にある子どもたちへの支援

健康管理に取り組む人が増え、壮年期の過剰死亡が改善されています。

・自殺死亡率の高い中山間地域等で自殺者数が減少している。
・うつ病や依存症の悩みなどへの相談支援体制が整っている。

Ⅱ 地域地域で安心して住み続けられる県づくり～「高知版地域包括ケアシステム」の構築～

介護が必要になっても地域で
暮らし続けられる仕組みづくり

日々の暮らしを支える
高知型福祉の仕組みづくり

病気になっても安心な
地域での医療体制づくり

平成37年度末の目指す姿

県内どこに住んでいても必要な医療、介護サービスを受けられ、健やかに安心して暮らしています。

・在宅医療や介護に関わる医療機関や介護サービス
提供事業者が増え、在宅での療養者が増加して
いる。

・あったかふれあいセンターのサービス提供機能が充実・
強化され、高知型福祉の拠点として整備されている。
・地域の実情に応じて、多様な介護予防や日常生活を支
援するサービスの提供体制が整備され、在宅生活の
ＱＯＬ向上につながっている。

・地域における発達支援が必要な子どもたちへの支援
体制が整備されている。
・障害のある人の一般就労への移行が促進されている。

・救急医療の適正な受診が進むとともに、地域の二次救
急医療機関の強化と、円滑な救急搬送が行われている。

・若手医師の減少や地域・診療科間での医師の偏在が
緩和されるとともに、必要な看護職員が確保されて
いる。

・血管病の早期発見・早期治療等により、
重症化を予防する。

・がん検診の意義・重要性が浸透し、
利便性の向上により受診行動に結びつく。

Ⅴ 医療や介護などのサービス提供を担う
人材の安定確保と産業化

平成37年度末の目指す姿
医療や介護などのサービス需要に適応する人材が
安定的に確保されるとともに、地域で雇用を創出する産業として
育成・振興されています。

・住み慣れた地域地域で安心して生活するために必要な介護サービス・障害
福祉サービスが確保されている。

・資格取得支援策の抜本強化や福祉人材センターのマッチング力の強化による
新たな人材の参入が進んでいる。

・福祉研修センターの研修体制の充実等によりキャリアアップ支援が図られ、
職員の定着が促進している。

・介護事業所認証評価制度により職場環境が改善し、離職率が低下している。

Ⅳ 少子化対策の抜本強化

平成37年度末の目指す姿

県民総ぐるみの少子化対策が進み、
職場や地域で安心して子どもを産み
育てることのできる環境が整っています。

「高知家の出会い・結婚・子育て応援
団」の取り組みなどによって、少子化
対策を官民協働の県民運動として展開

・より多くの方の結婚、妊娠、出産、子育ての
希望が、より早く叶えられている。
・理想とする子どもの人数の希望が、より叶え
られている。

地域ニーズに応じた介護・障害福祉サービス量の確保

・厳しい環境にある子どもたちの学びの場や居場所の充実、保護者
等への就労支援の強化などにより、子どもたちの進学や就職の希
望が叶うとともに、貧困の連鎖が解消に向かっている。
・無職少年等の自立と就労支援に向けた取り組みなどにより、少年
の非行率や再非行率などが減少している。

・児童虐待などへの相談支援体制が抜本強化されるとともに、地域
で要保護児童を見守る仕組みが定着している。

児童虐待防止対策の推進

福祉・介護職場で活躍する人材の安定確保と
サービスの質の向上

高知県自殺対策行動計画の推進

高知版地域包括ケアシステムの構築
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